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富士 吉田 市 の 中 心 街 。 浅間 神社 の 鳥居 越し に 富士 


山中 湖 と 河口 湖 が はやく か 
ら 観 光 地 と し て 知ら れ た の 
に 対し て , 西側 の 三 湖 は 観 
光 地 と し て の 開発 が 比較 的 
お くれ , か えっ て 山麓 の 自 
然 を 保っ た . 虹 村 の 生活 も , 
静岡 県 に 近い 地区 で は トウ 
モロ コシ や 炭焼き に た より , 
生活 は 苦し い が , 河口 湖 周 
辺 部 は 地味 も 比較 的 肥え て 
いる うえ に , 観光 客 の 落す 
金 る も あり , 豊か な 家 が 多い . 
冬季 に 行商 人 と し て 稼ぎ に 
出る 者 も ある . 富士 吉田 市 
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開け た と ころ で , ここ の 火 
祭り は 奇 祭 と し て 知ら れる . 
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大 月 市 は 人 口 約 4 万 , 桂川 
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部 , 有名 な 猿橋 の か か る 谷 
は , 富士 山 の 溶岩 流 が , こ 
の 辺り まで 及 ん で きた 様子 
を 残し て いる . 市 の 中 心 街 
は 甲州 街道 沿い に 発達 し て 
居り , 長 距離 輸送 の トラ ッ 
ク が , 商店 の 軒 を か すめ て 
は し り ぬ ける . 都留 市 は 甲 
斐 絹 で 名 高い 旧 谷 村 町 を 中 
心 に 市 制 を 施 いた . 人 口 は 
約 3 万 . この 地方 一 帯 は 江 
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流 に は 釜 無 山脈 が 連なっ て 駒 岳 , 鳳 風 
山 に 接し , その 南 に は 仙 丈 ヵ 岳 , 折 根 三 
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は 御坂 山脈 の 向う に 富士 が そびえ て いる 
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うに 沈ん で いる . 東 か ら 南 に か け て は 大 
菩薩 鶴 , 笹子 嶺 , 御坂 山脈 が 連なり 笹子 ・ 
御坂 の 両 ト ン ネ ル が 郡 内 ・ 岳 麻 と の 通路 
に な っ て いる . 北 は 長野 ・ 埼 玉 両 県 と の 
境 に 甲 武信 ヵ 岳 , 朝日 岳 , 金峰 山 の 巨峰 
が 並び , 秩父 方 面 へ 通じ る 訂 坂 峠 , 青梅 
方 面 へ 通じ る 柳沢 峠 が 北 の 関門 で ある . 
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釜 無 川 は 人 ヵ 岳 の 裾野 と そ 南ア ルプ ス と の 
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の 土砂 堆積 を 行ない , 甲府 盆地 を 形成 す 
る も と と な っ た . 盆地 の 南端 , 釜 無 , 笛 
吹 の 両 河 が 合流 し て 富士 川 と な る あたり 
は ひろ びろ と し た 水田 地帯 で , 市 川 大 門 , 
鈴 , 青柳 な どの 古い 町 が ひら け て いる . 
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坂 の 複合 記 状 地 を つく っ て いる . は る か 
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中 央 線 が 大 日 影 の トン ネル 
を ぬけ , 甲府 盆地 へ 入る と 
一 面 の ブドウ 畑 が 眼前 に ひ 
ら け る . その 中 心 が 勝沼 で 
ある . 勝沼 の 北 に は 塩山 市 
が ある . 笛吹 川沿 岸 の 中心 
で , 武田 信玄 の 墓所 恵 林寺 
も ここ に ある が , いま は 木 
材 , 石材 , 農産 物 な どの 集 
散 取 と な っ て お り , 大 菩薩 
峠 の 登山 で も ある . 付近 
に 産出 する 花岡 岩 は 東京 都 
電 の 路 床 に つか われ て いる . 
町 村 合併 で 山梨 市 と な っ た 
日 下部 も 笛吹 川 に 沿う 台地 


に 発達 し た 古い 町 . 工 ・ 林 
産物 の 集散 地 で 活気 が ある . 
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甲府 は 江戸 役者 の 給料 の 決 
め 場 と いわ れ た . 古く か ら 
興 業 が さか ん で , 観客 の 目 
も 肥え て いた た めで あろ う . 
これ と いっ た 産業 を 持た ず 
こ , 今日 の 繁栄 を みた の も , 
甲府 盆地 と いう ひろ い 在 を 
持つ 消費 文化 の 中 心地 だ っ 
た た め だ . 俗 に 「 小 江戸 」 
と 呼ば れ た よう に , 古く か 
ら 江戸 の 流行 に 敏感 な 町 と 
し て 知ら れ た . 身延 参 語 の 
通路 だ っ た こと る 町 を 盛ん 


ーー ジル 
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- アー ケド の あぁ 


に し た 要因 の ひと つ で ある . 


戦後 来 た 立派 な 駅 前 通り . 幅員 40 米 表 


甲府 か ら 北 へ 湯村 温泉 を へ 
て 荒川 谷 い に さか の ぼる と 
有名 な 昇 仙 峡 が ある . 奇岩 
怪 石 と 渓流 の 美 し さ で 知ら 
れ て いる . 深成岩 と 呼ば れ 
る 地 中 ふ か いと ころ で で き 
た 岩盤 が , 地殻 変動 と 風化 
に よっ て 露出 し , 特異 な 風 
景 を 星 し て いる も の で , と 
り わ け 美 し い の は 花岡 岩 と 
関 緑 号 だ . と くに 花岡 岩 の 
割 け 目 に 木の根 が 食い 入り , 
さら に 亀裂 を 大 きく し て い 
る の が 目 を ひく . 名 物 と し 
て 売ら れ て いる 水晶 は , も 
と 金峰 山中 腹 の 水 晶 山 や 八 
幡 山 な どか ら 多 量 に 産出 し 
た . と くに 六角 柱状 の 結晶 
や , 日 本 式 双 晶 と いう 型 の 
も の は 世界 に 数 少な か っ た 
が , 今 は 鉱床 が 絶え て いる . 
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ly 


探勝 容 に は 家族 連れ が 多い . 地下 避 空 油 が ある と いあ 生計 | 
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ッ た 大 菩薩 嶺 の 北側 多摩 川 の 
青梅 街道 に 沿う 落合 部 滋味 2 人 識 上 流 で ある 丹波 川 の 水源 付 
ーー ー ー 近 は 東京 都 の 水道 水源 林 に で 
な っ て いる . 最近 完成 し た の ・ 交 
小河 内 ダム の 水源 で も ある . の: 5 ANW PS 
し た が っ て 森林 管理 は 東京 の > ささ NN 
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都庁 の 管轄 で , 都 の 更 員 が の SI に SS 
駐在 し て いる . 柳沢 峠 は 東 ! 1 SS SS 

京都 か ら 多摩 川 の 上 流 に そ 金 蜂 山 か ら 皿 武信 岳 ( 有 端 ) に 至る 奥 秩 父 の 山々 
っ て 県 境 を こえ て 来 た 青 梅 ーーー 一 ー ーー ーー 一 
街道 (甲州 街道 の 裏街道 ) が , 
笛吹 川 の 台地 へ 下り て ゆく 

の ども ゃ と . 標高 1472 米 の 峠 

に 道 が さび し くつ づく . 広 

瀬 は 笛吹 川 の 上 流 の 谷 の ど 

ん づま り . 秩父 へ 越え る 座 

坂 峠 は この 奥 に ある . 胃腸 

病 に きく と いう 増 富 ラ ジウ 

ム 鉱 泉 は , 塩川 を わけ 登っ 

た 山村 . 炭焼 く 村 人 は 藤原 

氏 の 末 座 と も いも れ て いる . 
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七里 岩の上 か ら 王 崎 市 街 を 望む . 遠く に 塩川 ( 金 無 川 変 流 ) 
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釜 無 川 流域 の 中 心 都市 , 甘 
崎 市 か ら 西 北 県 境 ま で , 七 
里 岩 と よ ば れる みごと な 断 
状 が ある . 八方 岳 の 噴火 に 
よる 火山 泥 流 が か た まっ て , 
その 岩 壁 が 露出 し た も の で 
ある . あたり に 小さ い 円 丘 
が 多い の は , 噴火 の さい の 
泥 流 に 多量 の ガス が ふく ま 
れ , それ が 噴出 し た 跡 だ と 
いわ れる . 釜 無 川 , 塩川 は 
また 古来 , 荒れ 川 と し て 有 
名 で , 天正 11 年 の 釜 無 川 の 
渦 沙 の 際 は 甲州 一 円 を 泥 海 
と 化し , つい に 信玄 を し て 
信玄 堤 構築 の 決意 を させ た . 
信玄 堤 は 竜王 の 付近 に 残り , 
全長 1800 米 . いま も 洪水 防 
止 に 役立っ て いる . 基 崎 市 , 
は 北巨摩 郡 の 中 心 都市 で 人 
品 約 3 万. 製材 工場 が 多い . 
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| 生 。 / き 


八 ヵ 岳 の 麓 を めぐ り , 長野 

県 に 入っ て 松原 湖 , 佐久 平 | 

SAMNMIRSO 天 0 
小淵沢 で 中 央 株 と 分 れ 
は 清 

か け て , レン ゲ ・ ツ ツジ ・ 

アヤ メ ・ シ ャ ク ナ ゲ な ど が 

き 乱れ , いか に も 高原 ら 

し い 風 景 だ . 海抜 1158 米 の ーー 

甲斐 大 泉 駅 付近 か ら は , は 7 と 。 長坂 付近 か ら 八 ヵ 岳 を みる : / 山 苑 で も この 付近 で は 水田 お 多い 

る か に 甲 府 盆地 の ひろ が る ーー eo ーー 

彼方 に 富士 の 秀 嶺 が 展望 さ 

れる . さら に 北 へ 進む と 川 

侯 川 の 絶壁 を こえ て , 登場 

原 の 高 原 が \ 開 ける . 高原 の 

入口 に あたる 清里 に は , 戦 

後 多く の 開拓 地 が ひら か れ , 

と くに 寒冷 な 気候 の 高地 に 

適する 作物 の 研究 を する た 

め , アメ リカ の 大 学 の 農業 

研究 機関 設け られ て いる . 
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ッ 2 の バー 
生み 后 人 古く か ら の 


南ア ルプ ブス の お りか さ な る 
袖 の 中 に , 一 筋 の 谷 が 南北 
に 走っ て いる . 仙 丈 ヵ 岳 の 
近く に 水源 を も つ 野 呂 川 の 
谷 で ある . その 野呂 川 は 下 
っ て 早川 と な り , や が て 富 
土川 へ そそ ぐ . 南ア ルプ ス 
の 雄大 な 展望 は , 甲府 盆地 
か ら 御 勅使 川 を さか の ほり, 
夜叉 神 の トン ネル を くぐり 
光 けた と ころ に ひろ が り だ 
す . 南ア ルプ ス の 高峰 , 日 
本 で は 富士 山 に 次 いで 高い 
北岳 (3192 米 ) は , 夜叉 神 ト 
ン ネ ル の 西北 に あたる . 西 
山 温泉 の 奥 , 早川 町 奈良 田 
の 部 落 は , 県 内 で も 典型 的 
な 健 村 だ っ た が , 早川 ・ 野 
呂 川 の 電源 開発 に よっ て 人 
工 湖 が 生れ , 訪れ る 観光 客 
も 次 第 に 多く な りつ つ あ る . 


、 電 癌 、『 
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富士 川 改 修 工 事 は , 大 正 9 
年 に 十 ヵ 年 計画 で スタ ー ト 
し た が , 困難 が 多く , 23 年 
を へ て , 昭和 17 年 に や っ と 
完成 し た . 笛吹 川 の 合流 点 
が 本 流 と 芦川 に は さま れ て 
いて , 水はけ が わる い の で 
導水 し て 高田 で 合流 させ た 
の で ある . し か し 富士 川 は 
鈴 沢 以 南 で 再び 山間 部 へ は 
いり , 流れ が 細く な る の で , 
な お 甲府 盆地 の 洪水 の 危険 
は 去ら ず , さら に 徹底 し た 
治水 工事 が 必要 と な っ て い 
る . 盆地 南部 に 多い 天井 川 
の 改修 も 進ん で いる . 天井 
川 は 流出 土砂 際 の 堆積 に よ 
っ て 河床 が 地表 面 より 高く 
な っ た も の で , と ころ に よ 
っ て は 道路 や 鉄道 線路 な ど 
が , 川 の 下 を くぐっ て いる . 


、 市川 大 門 。 和紙 抽 造 で 知ら れる 


# 
旨 


SA Sg Ar 


電器 
ミニ p 室 。 


富士 川 の 川幅 は , 身延 付近 
で や や 拡 が る . 身延 の 門前 
町 と 下部 温泉 郷 は , 南ア ル 
プス と 御坂 山脈 に は さま れ 
た この 山 峡 部 に 開け て いる 
日 夢 上 人 は 身延 山 (1146 米 ) 
の 奥の院 に 9 年 間 了 ょ 棲 し て 
国土 安穏 を 念じ し た と いわ れ 
る . 上 人 は 死後 遺言 に より 
ここ に 葬 ら れ , 日 蓮 宗 本 山 
と な っ た . 下部 温泉 は 景 行 
皇 の 昔 , 国造 塩 海 宿 縛 が 
発見 し , 塩 海 の 湯 と 名 づけ 
た と いわ れ , 信玄 公 の 隠し 
湯 と も 伝え られ る . 硫黄 ・ 
鉄分 を 含ん だ 湯 が 湧く が , 


ぬる いた め に 加熱 し て いる . 


身延 参り の 客 は 年 50 万 人 に 
及び , 3 億 円 以上 の 金 を 使 
っ て ゆく と いう か ら 県 下 で 


も 有力 な 観光 地 と いえ よう . 
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才 和 り の 者 長期 藻 在 の 湯治 定 が 多い . 間 朱 


四 民 田 信玄 の か く し と る 湯 ot る 


静岡 県 境 の 道標 


信玄 治 下 の 昔 か ら , 甲州 国 


中 九 筋 と 呼ば れ た 道のり ー つ , 


1 甲府 , 市 川 大 門 . 
, 南部 と 富士 川 左 彰 を 
0 に 駿河 と 
甲斐 を つない で いた . 富 
川 を 下 れ ば , その 急流 は 鈴 
沢 一 岩淵 (東海 道 ) の 72 料 を 
6 時 間 で 運ん だ と いう . 徳 
川 時 代 に は 銀 沢 が 富士 川 を 
さか の ぼる 舟 の 終点 で あっ 
身延 以 南 の 町 は , どこ 
も 木材 の 集散 地 で 製材 所 が 
多い . 静岡 県 境 に 近く , 山 
峡 を 下る 富士 川 の 水 を 利用 
静岡 県 の 工場 が 発電 


用 の 取水 口 を も うけ て いる . 
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欠 六 ゴロ 人 るり が で 8 り G 忠 
PP だ” 商 帳 疾 G 誤 1 知 ( 記 國 
民国 財 豆 ) つ 余 半 ビス 
學 う "づつ 信 め 藤田 MG 人 人 
間 導 し) た 人 導 :C そ る ks だい 
得 @ 記 0 野老 圧 忠 億 媒 
く 尽 貴 二 紋 未だ る る? 
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半 G 財 次 震 G 加 0G 韻 16 率 
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(昭和 29 年 一 般 会 計 決 算 ) 
多い か 


ざ を ん な 規模 の 事業 所 が 


1* 木 綿 62 京都 御所 と 112 東 京 滴 167 埼 玉 県 213 自然 と 心 
2 紅 虫 二条 113 汽車 の 窓 か ら 168 男鹿 半島 214 空 か ら み た 
3* 南 水 洋 の 捕鯨 63 赤 ち ゃ 一 東海 道 一 169 フラ ンス 京 
4* 魚 の 市 場 64 オー スト 114 地図 の 知識 古寺 巡礼 215 世界 の 人 形 
5 アメ リカ 人 ラリ ア 115 尋 路 170 滋賀 県 216 愛 知 県 
6 ア メ リカ 65* ソ ヴェ ト 連 邦 116 硫黄 の 話 171 白 浜 217 居 訪 湖 
7 雪 の 結晶 66 能 117 伊 勢 。 172 東京 218 鉄 と 生 活 
8 写 真 。 67* 造 谷 118 は きも る の 国立 博物 館 219 山 口 県 
岩 9 レ ソン ズ 68 東京 案内 119 隊 岐 173 千 葉 県 220 麦 積 単位 1 千 町 
10 * 抵 69 平 泉 120 源氏 物語 絵巻 174 箱 根 221 北 京 - 
波 11 蝶 の 一 生 20 手 術 121 農村 の 婦人 175 細胞 の 知識 222 : 南 
12 鎌 倉 21 宮 島 122 出 雲 176 四国 遍路 223 川 
13 心 と 顔 72 広 乱 123 アル ミニ ウム 177 村 の 一 年 224 広州 一 大 同 
子 14 動物 園 の 73 佐 渡 124 水害 と 日 本 人 一 秋田 一 225 室 隊 
真 け も の 74 比 葵 山 125 日 本 の 178 セ ザン ヌ 2 山 人 - 
守 15 富 山 75 阿 葵 や きゃ も の 179 石川 県 三 量 県 E 普通 細 木材 著 積 石 
16 策 76 信 足 山 126* 上 内 の 生態 180 琵 琶 湖 228 白 山 系 園 果樹 剛 普通 加 木材 著 積 石 
文 ) 17 いか る が の 里 綴 起 絵巻 127 イス ラ ェ ル 181 仏陀 の 生涯 ” 229 鵜飼 の 話 
18 鉄 77 針 葉 樹 128 伴 大 納 言 絵詞 182 香 川 県 230 島 根 県 
庫 19* 川 一 隅田 川 一 78 近代 芸術 129 瀬戸 内 海 183 日 本 231 小さ い 新聞 社 
20 雲 79 日 本 の 民家 130 飛 鳥 。 -1955 年 10 月 8 日 - 232 北 海 道 
目 31 車 80 季節 の 魚 131 聖母 マリ ア 184 純 習 船 日 本 丸 (中 央 部 ) 
22 動物 園 の 鳥 _ 81 シャ ポテ ン 132* 日 本 の 映画 185 悲 修 た 歴史 233 近代 建築 
録 23 様式 の 歴史 82 劇 133 能 登 ー ド イィ ッ ー 234 岡 山 県 
D 24 銅 山 83 郵便 切手 134 山 形 県 186 ボッ ティ チェ リ 235 ね ずみ の 生活 
25 ス イ ス 84 か いこ の 村 135 福沢 論 吉 187 東海 首 236 札 購 
26 ス キ 一 85 伊豆 の 漁村 136 利 根 川 五 十 三次 237 日 本 
27 京都 一 歴史 的 86 奈良 一 東部 一 137 鹿児島 県 188 離さ れ た 較 ~1957 年 4 月 7 日 - 
に みた 一 87 奈良 一 西部 一 138 伊豆 半島 189 松 島 238 広 島 県 
28 力 と 運動 88 ヒマ ラッ ヤ 139 日 本 の 森林 190 家庭 の 電気 239 北 陸 路 
29 アメ リカ の 89 上 高 地 140 高 知 県 191 アメ リカ の 240 倉 敷 
農業 90* 電 カ 141 チェ ー ホ ラフ 地方 都市 241 ギリ シア の 
30 アル プス gi 松 江 142 仏教 美術 192 五島 列島 _。 株 
31 山 の 鳥 92 動物 の 表情 =143 一 年 生 193 塩 の 話 242 長 崎 県 
32 奈良 の 大 仏 93 多 沢 144 長 野 県 194 バリ の 素顔 243 水郷 - 滑 来 - 
33 尾 瀬 94+ 自 動車 の 話 145 塩 原 195 横 浜 244 福井 県 
34 電 話 95 楽師 ぎ ・ 146 日 本 の 庭園 196 日 系 245 私 吉 科 呈 
35 野球 の 科学 唐 招 提 寺 。 147 木 アメ リ ヵ 人 246 子供 の 給 
36 星 と 宇宙 96 日 本 の 人 形 148 忘れ られ た 島 197 イ ン ヵ 247 徳島 県 
37 政 の 観察 97* ン ステ ィ ナ 149 近東 の 旅 198 奈良 を めぐ る 248 十勝 平野 
38 長 時 礼拝 堂 150 和歌 山県 ーー 空 か ら 一 249 岐 阜 県 
39 高 野 山 gg 美 人 画 15 硬 館 199 子供 は 見 る 250 青 麻 県 
40 正 倉 院 (一 ) 9g9 日 本 の 貝 毅 152 豆 200 雪 舟 251 中 国 の 彫刻 
41 膨 刻 100 本 の 話 153 大 分 県 201 東 京 都 252 態 本 県 
42 仏 像 10] 戦争 と 日 本 人 154 死 都 ボン ベイ 202 アフ ガニ 
43* 化 学級 維 102 佐 世 保 155 富士 を めぐ る スタ ン の 旅 
44 明 昌 108 ミケ ラン 一 空 か ら 一 。 208 渡 り 島 | 
45 野 の 花 一 憲 ジェ ロ 156 神奈 川 県 204 群 馬 県 
46 金 印 の 104 空 か ら み た 157 柔 道 205 プラ ジル 双 
_ 出 た 土地 大 阪 158 戦争 と 平和 " 206 ルーヴル 加 
47 * 東京 一 大 都会 達 159 ソ連 ・ 中 国 の 美術 館 面 
の 交 一 ・ 高 山 旅 一 桑原 武夫 一 207 北海 道 (南部 ) 本 
48* 馬 『 ーッ ホ 160 伊豆 の 大 島 208 小 豆 伺 
49 石 過 og 京都 案内 161 ジョ ッ ト ー 209 日 本 
50 桂 離宮 と 一 沙 中 一 162 態 野 路 -1956 年 8 月 15 日 - 
修学 院 1o9 京都 案内 163 鳥獣 戯画 210 富 山 県 
51 日 光 一 紗 外 一 164 愛 媛 県 211 毛織 物 の 話 
字 に 110 き 楽 165 や きも の の 町 212 北 海道 
111 166 冬 の 登山 ( 東 ・ 北 部 ) 
4" 辺 の 鳥 EE 山梨 県 の 養 表 業 の 変 
5: 
56 正 倉 院 ( 二 ) 昭 
57 * 石 油 新 県 回 wt 
58 千代 田城 5 ST 
59 歌 舞 伎 ie 治 正 
60 高山 の 花 模 ri 30 35 40 元 5 10 14 
波 ーーー っ aa 生日 戦 第 世 載 
1 中 争 一 界 
253 


< 


じ 
+ 


に 】 


Ma 


PO 


ーーー 


M 


*\ 
3 


mr 


JH 
7 3 諸 9 ー 


. 災 旨 叶 


人 
い ] 


1 


り 
N 


1 
1 


れ 


# 
M 


プ ド ウ 如 。 培 市 


